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Abstract: In order to delineate the functional aspects of odorant receptors as protein 
molecules, we here employed computational and biological approaches, each of which could 
eventually highlight different aspects of odorant receptors. We first characterized the 
non-redundant protein database to depict the general nature of proteins with a comprehen-
sive database search strategy. We also employed a computational method called 
self-organizing map to understand possible relations of odorant receptors to other 
G-protein-coupled receptors. Furthermore, we have studied how to deliver foreign genes or 
proteins to olfactory sensory neurons in mice in vivo. Systematic synthesis of these 
computational and biological results could pave the way to our understanding of the whole 
nature of odorant receptors as protein molecules. 
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GPCR は も汎用されている受容体である 4)。 







































米国 NCBI (National Center for Biotechnology 
Information)が管理している nr (non-redundant) 
蛋白質データベース(2003 年 9 月のエントリーレ





サンプル数は 1,539,248 となった。 























を 1 個、3 個あるいは 5 個の z 値に変換した。つま
り、１アミノ酸がｚ値の組で表現される。得られた
各 z 値表現のデータ列の自己共分散・相互共分散を
計算し、それを並べて SOM の特徴ベクトルとした。 
 データは GPCRDB で公開配布されている Class 





 SOM はニューロン数を 50 X 50 とし、バッチ方








































大瀧，中山 他:  匂い受容体のバイオインフォマティクス 21 
 
3 アミノ酸組における分布 








JAVA プログラムでデータベース中の 1 アミノ酸残
基と同じ存在比のアミノ酸群から無作為に 3 アミノ
酸を発生させ、同様に理論的相対出現頻度を求め、























































出現しない 5 アミノ酸組 
約 5 億個のアミノ酸を持つ全データベース中の 5 ア




存在しない(出現回数 1 回未満)と期待される 5 アミ
ノ酸組は 832 種類であった。 
 実際にデータベース中に存在する全 5 アミノ酸組
について検索したところ、データベース中にまった
く存在しない 5 アミノ酸組が 12080 組存在した。こ
れは、アミノ酸組の分布の偏りが極端なまでに表出
した現象であると捉えることができる。 
















図 1. 3 アミノ酸組の相対出現頻度分布. 挿入図は DRandom
を拡大したもので, 分布の正規性を示している. 
図 2. 生物種別の 3 アミノ酸組の相対出現頻度の分布. 
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②自己組織化マップによる GPCR の分類 
アラインメントされている蛋白質配列 
SOMの分類能力を検討するための第一段階として、
すでにアラインされている 1397 種類の GPCR を対
象とした。これらの GPCR サンプルは長さが 248
アミノ酸残基に揃えられたものである。また、これ
らの GPCR サンプルはすでに 15 の既成のファミ
リーに分類されてある。15 のファミリー(amine, 
peptide, hormone protein, rhodopsin, olfactory, 
prostanoid, nucleotide-like, cannabinoid, platelet- 
activating factor, gonadotropin-releasing hormone, 
tyrotropin-releasing hormone & secretagougue, 





ルを構成するために、記号表現、3 個の z 値による
























































































































 図 4 に示すように、ウイルス処理を施した嗅上皮
では、特定の部分に緑色の蛍光が見られた。その部





計測は 3 回行い、平均±SD を示した。 
























































表 1. アデノウイルス・ベクターによる GFP 導入 
日齢 頭数 吸入量(μL) 蛍光面積率 
１ 2.0 7.15±2.06% 
P2 




１ 5.0 8.70±2.9% 
１ 4.5 0.45±0.12% 
１ 4.0 0.78±0.06% 
P7 
１ 5.0 1.47±0.48% 
合計 ８  平均 3.36％ 
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表 2. リポフェクション試薬による GFP 導入 
日齢 頭数 吸入量(μL) 蛍光面積率
P2 5 3.2 0％ 
 3 3.2 4.87％ 
P3 3 3.7 0％ 
P7 2 3.5 0％ 
 2 3.5 0％ 
 1 3.5 0％ 
